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1111 はじめにはじめにはじめにはじめに    

 
日本語共通基礎語彙の抽出は，言語処理や初中

等国語教育など様々な分野で意義があるが，特に

地域在住外国人に対する日本語支援においては緊

急の課題である。現在日本には十分な日本語力を

持たない外国人が数十万人存在しているが，あら

ゆる公的情報を多言語で提供するのはコスト的に

も負担がかかり，支援策として最善ではない。そ

のため伝達に使用される日本語をわかりやすくす

ることが非常に重要となるが，語彙や文型等の制

限に関して明確な規格化を行い，その規格に従っ

て自動的にやさしい日本語に変換する技術はまだ

開発されていない[1]。そこで，本研究ではやさし

い日本語の規格化の一つとして日本語共通基礎語

彙の抽出を行う。本発表ではその経過報告として，

基礎語彙抽出に関する全体構想と複数の Web コ

ーパスの出現頻度や単語親密度から抽出した基礎

語彙候補語について報告する。 
    

2222 基本語彙基本語彙基本語彙基本語彙とととと基礎語彙基礎語彙基礎語彙基礎語彙    

 
日本語で情報の伝達を行うときに最低限必要

である語彙集合を定める試みはこれまでに多く行

われている。そうした語彙集合は，大きく基本語

彙と基礎語彙に分けることができる。この二つは

類似した概念であるが，その目的は異なる。 

基本語彙は特定の領域や対象者を想定した「ま

ず学ぶべき語」であり，ある特定の目的に特化し

た語彙集合であって，多くの場合，教育的観点か

らの選定が行われている。日本語については，初

中等国語教育に基づく阪本の教育基本語彙[2]や，

外国人のための日本語能力試験出題基準

(JLPT)[3]，などがそれにあたる。 
これに対して基礎語彙はその言語の中核をな

す最低限必要不可欠な語彙集合を抽出することが

重視される。これを目指したものでは，英語では

Longmanの”English dictionary”が有名である。  
一方日本語で基礎語彙を志向した語彙表とし

てはOgden の”Basic English”から影響を受けて

定められた土居[3]の語彙表，国立国語研究所の日

本語教育基本語彙[5]などがある。また，醍醐プロ

ジェクト[6]では既存の語彙表の情報を付与した

日本語基本語彙表を公開している。しかし4節に

示す理由により，十分に成功した基礎語彙は存在

していない。 

 

3333 本研究の立場本研究の立場本研究の立場本研究の立場    

 

本研究においては，第1節で述べたように日本

語の基礎語彙抽出を目的としている。基本語彙の

選定を目的としないのは以下のような理由による。

基本語彙は「この語を覚えれば目標としている言

語行動に役立つ」ということが前提となっている

ため，語彙選定にあたっては，目標言語行動との

関係性が強いものを選ぶ必要が生じる。外国人に

対して情報を提供する際に最低限必要な日本語の

選定においても，情報提供を目的とした基本語彙

を選定する必要がある。しかし，日本語の構成上

最低限必要な基礎語彙が曖昧なまま基本語彙を選

定すると，その意味的な網羅性と使用目的に対す

る妥当性を満たすことができない可能性がある。

このため，まず日本語共通基礎語彙を確定させ，

その上で目標言語行動に応じた語彙を追加してい

くことによって，網羅性と妥当性の双方を確保す

ることにする。 
 
4444 基礎語彙抽出方法基礎語彙抽出方法基礎語彙抽出方法基礎語彙抽出方法    

    
基礎語彙の抽出にあたっては，次の3点を満た

す語彙を抽出することが重要である。それらは， 
 

1) 出現頻度が高いこと 

2) 意味領域を十分にカバーしていること 
3) 意味的な排他性が高いこと 
 
とまとめることができる。 
 まず，コーパスにおける出現頻度が高い語彙は，

使用されることの多い基本的な語彙であると考え

ることができる。次に，抽出された語彙あるいは

語彙の組み合わせが日本語の語彙集合全体の意味

領域をできる限りカバーしていなければ，言い換

えを行う際に適切な語彙を見出すことができない

という不都合が生じる。さらに，抽出される基礎
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語彙の集合は，可能な限り小さいことが望ましい

ので，抽出された語彙集合内で言い換えが可能な

語彙は可能な限り排除し，言い換えを行うことが

不可能な意味的な排他性の高い語彙集合を用意す

る必要がある。 

既存の基礎語彙リストは，意味領域の網羅性が

重視されており，上に述べた被覆率などは考慮さ

れていない。一方，基本語彙については，学習者

にとっての親密度が重視されており，「万年筆」

（JLPT4級）のような文房具名など出現頻度を考

慮したものとは考えられないモノ名詞が多く含ま

れている。 

本研究では，上記の3点のうち，出現頻度の高

さに着目し，異なるコーパスに共通して出現頻度

の高い語彙を抽出する。また，基礎語彙の抽出に

あたっては，地名・人名などの固有名詞や未知語

は排除することとする。 
 

5555 コーパスの異なりをコーパスの異なりをコーパスの異なりをコーパスの異なりを活用した活用した活用した活用した基礎語彙選定基礎語彙選定基礎語彙選定基礎語彙選定    

 
本研究では，まず基礎語彙の候補となる語彙を

収集するために，分野の異なる４種のコーパスを

収集し，分析に用いた。それらのコーパスの基本

情報を表1に示す。 
 

表表表表    1111    コーパスの基本情報コーパスの基本情報コーパスの基本情報コーパスの基本情報    

 総単語数 
異なり語

数#1 
#2 

コーパス 
のタイプ 

Wikipedia 171,772,307 792,685 7,278 
学術文 

文語的 

Yahoo! 
知恵袋 

57,679,832 162,097 3,870 
会話文 
口語的 

日本経済

新聞 
692,754,923 315,267 3,599 

報道文 
文語的 

livedoor 
Blog 

1,424,278,564 86,296 4,210 
日記文 

口語的 
#1未知語，記号，固有名詞を除く 
#2上位からの累積頻度90%越え時の単語順位 

 
コーパスとして使用したのは，Yahoo!知恵袋, 

livedoor Blog, 日本経済新聞, Wikipediaのそれ

ぞれから収集した日本語文である。これら4種の

コーパスは表1に示したように，日本語が使用さ

れる様々な場面をカバーしている。このため，ま

ず，これらのコーパスに高い頻度で出現する語彙

を抽出し，更にそれらの各コーパスから抽出され

た高頻度語彙の集合に共通する語を抽出すること

で，日本語が使用される様々な場面で使用可能な

共通基礎語彙の集合が抽出できる。 
 ここで抽出する基礎語彙の集合の大きさについ

ては，各コーパス内の出現語彙90%以上の被覆率

を持たせることを目標とした。その結果，

Wikipedia以外は5,000語以下で90%をカバーし

たため，各コーパスの上位 5000 語を分析対象と

した。また，前述の通り，固有名詞，記号及び未

知語は語彙集合から除き，「ている」，「てある」の

ような語連続についても，「て＋いる」，「て＋ある」

のように分割した。 
 

 
    図１図１図１図１    高頻度共通語抽出のイメージ高頻度共通語抽出のイメージ高頻度共通語抽出のイメージ高頻度共通語抽出のイメージ    

 
次に，このようにして抽出した共通語彙の集合

の各語彙に対して，親密度判定を行った。親密度

判定については，5 名の評価者が『日本語の語彙

特性』[7]の方式に従い，最も親密度の高いものを

7，最も低いものを 1 として 7 段階での評価を行

いリスト化した。このデータを基礎語彙構築に用

いるための基礎データとして用いることとした。 
  
6666 実験結果と実験結果と実験結果と実験結果と考察考察考察考察    
 
表 1 で示したコーパスに対して形態素解析器

ChaSen を用いて分かち書き単語分割を行い，各

コーパスにおいて，出現頻度の高かった語の上位

5,000 語をリスト化した。また，4 種のコーパス

に現れた語彙について，各コーパスでの頻度を加

算し，その頻度の総和の順に並べた場合の上位

5,000語をリスト化した。1 
その結果上位100語にあがった語を，以下の表

2 に示す。一番左の項が抽出された語彙，真中の

項が品詞分類，一番右側が品詞分類の細目である。

「の」が複数個所にあらわれていることからわか

るように，このリストにおいては，表記が同一で

あっても文法的な機能などに違いがある場合には

別の語彙であるとみなしてリスト化している。2 

                                                      
1 Livedoor blogのコーパス規模が大きいため，頻度の

総和ではなく，各コーパスにおける各語彙の出現頻度の

割合を求め，その総和から上位5,000語を選出したが，

結果はほぼ同じだった。 
2 このように表記においては同一であるが文法的機能
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表表表表    2222        上位上位上位上位100100100100語のリスト語のリスト語のリスト語のリスト    

の_助詞_連体化 
は_助詞_係助詞 
た_助動詞_助動詞 
に_助詞_格助詞 
を_助詞_格助詞 
て_助詞_接続助詞 
が_助詞_格助詞 
する_動詞_自立 
だ_助動詞_助動詞 
で_助詞_格助詞 
と_助詞_格助詞 
も_助詞_係助詞 
1_名詞_数 
ます_助動詞_助動詞 
いる_動詞_非自立 
2_名詞_数 
ない_助動詞_助動詞 
です_助動詞_助動詞 
0_名詞_数 
の_名詞_非自立 
か_助詞_副助詞/並立助詞/
終助詞 
3_名詞_数 
なる_動詞_自立 
こと_名詞_非自立 

5_名詞_数 
が_助詞_接続助詞 
れる_動詞_接尾 
から_助詞_格助詞 
ある_動詞_自立 
に_助詞_副詞化 
4_名詞_数 
9_名詞_数 
てる_動詞_非自立 
6_名詞_数 
ん_名詞_非自立 
と_助詞_並立助詞 

8_名詞_数 
十_名詞_数 
7_名詞_数 
う_助動詞_助動詞 
など_助詞_副助詞 
日_名詞_接尾 
思う_動詞_自立 
年_名詞_接尾 
や_助詞_並立助詞 
この_連体詞_連体詞 
ね_助詞_終助詞 
いう_動詞_自立 
よう_名詞_非自立 

ある_助動詞_助動詞 
まで_助詞_副助詞 
と_助詞_接続助詞 
円_名詞_接尾 
よ_助詞_終助詞 
的_名詞_接尾 
人_名詞_接尾 
その_連体詞_連体詞 
さん_名詞_接尾 
くる_動詞_非自立 
ない_形容詞_自立 
ん_助動詞_助動詞 
って_助詞_格助詞 
けど_助詞_接続助詞 
人_名詞_一般 
たい_助動詞_助動詞 
できる_動詞_自立 
言う_動詞_自立 
から_助詞_接続助詞 
へ_助詞_格助詞 
これ_名詞_代名詞 
見る_動詞_自立 
という_助詞_格助詞 
者_名詞_接尾 
百_名詞_数 

で_助詞_接続助詞 
として_助詞_格助詞 
それ_名詞_代名詞 
もの_名詞_非自立 
だけ_助詞_副助詞 
られる_動詞_接尾 
な_助詞_終助詞 
万_名詞_数 
お_接頭詞_名詞接続 
の_助詞_格助詞 
いる_動詞_自立 
自分_名詞_一般 

今日_名詞_副詞可能 
やる_動詞_自立 
行く_動詞_自立 
いい_形容詞_自立 
しまう_動詞_非自立 
千_名詞_数 
し_助詞_接続助詞 
前_名詞_副詞可能 
出る_動詞_自立 
今_名詞_副詞可能 
せる_動詞_接尾 
何_名詞_代名詞 
私_名詞_代名詞 

                                                                           
や意味について異なる語彙の取り扱いについては，今後

検討する必要があるものと思われる。 

 
 一見してわかるように，上位100位までに含ま

れている語彙には，助詞や助動詞などの機能語や，

「いる，ある」などの基本的な動詞，「日，年，人」

などの基本的な名詞が多く含まれている。 

 さらに，この上位5,000語に対して，第4節で

述べた親密度の付与を行った。表3は，リスト化

した5,000語の中に，表中に示した親密度以上の

語がいくつあったかを示している。またそれらの

語彙が，コーパス全体のどの程度の割合をカバー

しているかの比率も示した。 
 

表表表表    3333        親密度別親密度別親密度別親密度別被覆率被覆率被覆率被覆率    

親密度 語数 
Yahoo 

知恵袋 
Wikipedia 

日本経

済新聞 
Livedoor 

7 2,454 75.78% 65.74% 66.04% 75.45% 

6.5 4,149 85.03% 78.41% 82.51% 84.64% 

6 4,659 86.05% 80.45% 87.86% 85.90% 

6未満 5,000 87.33% 82.26% 89.68% 87.98% 

 
表3から被覆率のみを取り出してグラフ化した

ものが図2である。 
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Yahoo!知恵袋

Wikipedia

日本経済新聞

Livedoor

    

                        図図図図    2222        親密度別親密度別親密度別親密度別被覆率被覆率被覆率被覆率    

 
 図 2 に見られるように，Wikipedia を除くと，

親密度 6.5以上を与えられた4,149 語は，コーパ

ス全体の約8割をカバーしている。3  

最後に，日本語能力試験の出題基準との比較を

行った結果を示す。日本語能力試験の各級におい

て出題の基準となっている語彙の総数は，それぞ

れ，表4に示すとおりである。 

                                                      
3 リスト中の表記の重複する語彙を一つとみなした場

合，語数はさらに減少するものと考えられる。 
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表表表表    4444    日本語能力試験出題基準日本語能力試験出題基準日本語能力試験出題基準日本語能力試験出題基準級別語彙数級別語彙数級別語彙数級別語彙数    

級 総語彙数 級 総語彙数 

1級 2,977 3級 701 

2級 3,648 4級 755 

 
 選定した5,000語の語彙リストと日本語能力試

験出題基準の各級に含まれる語彙との重なり語彙

の総数と，表4に示した各級の語彙総数に対する

重なり語彙総数の割合を表5に示す。 
 

表表表表    5555        級別重なり語彙数級別重なり語彙数級別重なり語彙数級別重なり語彙数    

 7+ 割合 6+ 割合 総数 割合 

1級 180 6.0% 650 21.8% 680 22.8% 

2級 814 22.3% 1,532 42.0% 1,572 43.1% 

3級 363 51.7% 474 67.6% 481 68.6% 

4級 529 70.1% 624 82.6% 646 85.6% 

級外 453  1,158  1,359  

 
 表5からは以下のことがわかる。 
 

1. 日本語能力試験の級が下がるほど，重なり

語彙の比率は上昇する。このことは，選定

した5,000語の語彙リストが，より基本的

で初歩的な語彙を，発展的な語彙よりもよ

くカバーしていることを意味している。 

2. 親密度7以上と判定された親密度の高い語

彙は，級が下がるに従って総数に対する比

率が高くなる。このことは，親密度の高い

語彙はより基礎的な語彙の中に多いこと

を意味している。 
3. 級外と判定される語彙が約2割程度存在し

ている。このことは日本語能力試験の出題

基準語彙の集合と，本研究で選出した

5,000 語の集合との間にある程度の異なり

が存在していることを意味している。 
 

 以上から判断すると，今回選定した5,000語の

語彙リストは，日本語の基礎語彙を考察する上で

の出発点として使用可能であると考えられる。 
 
7777 今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題    

 
 今後の課題としては，まず，注2でも述べたよ

うに，同一の表記を用いる機能的に異なる語彙を

どのように取り扱うかという問題を解決しなけれ

ばならない。また逆に，表記は異なるが同じ意味

をあらわす語彙については統合を行う必要がある。

ただし，この場合には「同じ意味」とは何かにつ

いての考察をきちんと行う必要がある。たとえば，

自立動詞の「行く」と補助動詞の「いく」は同一

の意味を持っていて，統合することが可能かとい

う問題がある。同様の問題は，他の語彙について

も生じる可能性がある。また，連合して相や法を

あらわす機能表現をどのように取り扱うかという

問題も存在する。たとえば，「てある」，「ている」，

「かもしれない」などについては，連合した形式

を基礎語彙とみなす必要があるかもしれない。 
 さらに，モノ名詞を基礎語彙から除外すべきか

どうかという点に関しても十分な議論が必要であ

る。モノ名詞は動作性名詞や動詞や形容詞等のコ

トに関する語彙に比べ時代の影響を受けやすく，

可変的で増加傾向にあるため，基礎語彙からでき

る限り除外したほうがよいかもしれないが，その

一方でモノ名詞なしでは十分な情報が伝達できな

いという問題がある。基本レベルカテゴリーのモ

ノ名詞を残す等，実際の言い換えを行う中で絞込

みを行いたい。 

 今回の研究においては，第3節に挙げた三つの

条件のうち高頻度であるかどうかのみに注目をし

て語彙の選定を行った。今後は言い換えコーパス

を作成し，どのような語が言い換えられなかった

かに関するリスト化を行い，本研究の成果をもと

に，残りの高被覆率，高排他性を満たすような語

彙リストを作成し，報告する予定である。 
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